
令和 2 年度 第 1 回理事会議事録 

日時  令和 2年 8月 19日（水）  14:00～ 

場所  あこや会館 1階ホール 

出席   居鶴 一彦（出）植木 哲也（出）鈴木 貴志（出）加藤 裕之（出）國井  徹（出） 

     夛田 耕一（出）樋口 悦子（出）髙橋 勝也（出）佐藤 直仁（委）伊藤 久美（出） 

長澤  彩（出）白田 美香（出）田中 静佳（出）門間 美穂（出）大江 雅宏（出） 

阿部 宏美（委）古城 尚子（出）高橋 裕美（委）齋藤  裕（出）荒生 聖子（委） 

高橋 郁子（出）玉井 真実（出）小川 一弥（出）鈴木 智美（出）長澤ゆきえ（出） 

議長  居鶴 一彦 

書記  國井 徹 

 

○ 報告 

初めに、居鶴会長より代表理事及び日臨技理事・北日本支部幹事就任の挨拶があり、理事及び監事に

委嘱状が手渡された。 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

・山臨技第 47 回定期総会は書面表決での議決となり、議案について全て承認された。議案書は今年

度は各施設 1 部ずつの配布とした。質問、意見についても回答し開票結果と共に開示した。 

・日臨技総会議決について、山形の投票率は約 70％であり、例年投票率の低い施設が 3 施設ほどあ

る。日臨技より投票率に応じての入金もあり、各施設投票を促すようお願いしたい。 

・山形県生活習慣病検診等管理指導協議会委員として以下の 3名に委嘱した。 

消化器部会  山形県立中央病院 森谷美香 氏 

子宮がん部会 山形県立中央病院 渡邊いづみ 氏 

肺がん部会  鶴岡市立荘内病院 鈴木俊市 氏 

・臨床検査振興協議会から保険点数改定要望項目の調査依頼あり。 

・学術部の各部門長、分野長は資料の通り決定した。 

・日本医学検査学会は 9 月に延期。WEB 併用開催（10 月）。 

・日臨技の認定試験は中止。 

・5 月 27 日に山臨技業務執行理事会を開催。6 月 4 日に北日本支部幹部会を Zoom にて、7 月 4 日

日臨技理事会、8 月 13 日に日臨技タスクシフティングについての会議等が開催され会長が出席し

た。 

 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

 各地区：今後の状況を見て検討する 

 

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

   庶務部：現状でできる部分の引継ぎを行った。 

   会計部：各部門へ活動費を渡す。 

   学術部：6/19 部門長会議を開催した。 

   企画部：全国検査展は中止となった。 

 

４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

 生涯教育：各部門の研修会は WEB 研修でも、補助金と生涯教育点数がつくので生涯教育委員ま



で連絡ください。 

 精度管理・データ標準化：山臨技サーベイ 7 月中に実施済。細菌検査の菌株培養は中止となった

為、当初の金額から 500 円を引いた額を請求する。新型コロナウイルスの状況にもよるが、年

度内に精度管理報告会を開催したい。 

 医学検査編集：7 月に編集委員会を開催、8 月末に Vol.29 No.2 発行予定。10 月に No.3 発行予定。 

 ホームページ：業務の引継ぎを行った。 

 

○議題 

   １. 今年度の活動について 

   理事会は例年 7 月 8 月を除きほぼ毎月開催していたが、今年度は例年通りできる状況にない。学

術活動についても内容を変更しながら実施していく予定。 

 

  ２. 新型コロナウイルス関連について 

・これまでの対応等について経過を報告。日臨技の WEB 研修は県内で PCR39 名、検体採取は 4 名

修了（8/19 現在）。県からの委託により実技研修を行うが（現在県と協議中）、実技研修は WEB

研修修了者が対象となる。PCR 検査を実施している施設で WEB 研修受講者がいない所があるた

め、是非受講していただくようお願いしたい。 

・新型コロナウイルス感染症の発生から中止されていた日臨技の「検体採取に関する厚生労働省指

定講習会」の受講が 11 月より再開される。県内でも未受講者がおり、可能ならそちらの受講も併

せてお願いする。 

・県立中央病院の鈴木裕氏（染色体・遺伝子部門長）を新たに「新型コロナウイルス感染症対策委

員」に任命したい ⇒ 承認された。 

 

  ３. 今年度の学術活動について 

・各部門の研修会は WEB を利用した試みを予定している。学術部主催の研修会については未定で

あるが、例年年度末に行っているため、状況を見て判断したい。 

 

４．WEB 研修会の参加費について 

・研修会を WEB にて開催した場合の参加費は無料とする方向で行う。Zoom（有料コース）などの

契約費や必要な機材等は山臨技として負担する。 

 

５．その他 

  ・厚労省から依頼の臨床検査技師への業務の移管や共同化に係る意向調査について、山臨技からは

県内 12 施設へ依頼する。 

 

○連絡事項 

  ・山臨技事務所 事務員松田さん 11：00～15：00くらいの時間で事務所在室している 

  ・事務所の鍵は松田さんの他に、居鶴会長、植木副会長、國井庶務部長が持っている。 

  ・現在の事務所が手狭な為、もう少し広い物件を探している。所有ではなく賃貸の方向で検討中。 

  ・会議等での交通費申請、また高速道路利用した場合の明細書は交通費担当の門間理事まで。  

 

〇その他 

・次回理事会（令和 2年度 第 2回） ： 未定 


